
2030年の教育を展望する
―「未来の教室」と公教育のゆくえ―

第10期の課題研究は3年間の統一テーマを＜With／Afterコロナ
時代の教育と教育政策（教育統治）＞としています。Society5.0構
想による新テクノロジーの導入と公教育の変容の一途は、コロナ危
機対応の常態化により加速しています。本研究会では、このような
動向に焦点を当てて、これらを推進する教育政策の論理と展開過程
を把握し、教育統治の構造の解明に取り組みます。

今回の3月公開研究会では、経済産業省において「未来の教室」の
構想・推進に携わられている浅野大介氏より、目指す公教育の未来
について、超スマート社会の進展の下での公教育の未来について研
究されている山本宏樹氏より、公教育の危機と可能性についてお話
しいただきます。

日本教育政策学会
課題研究2022年3月公開研究会

■講演者

浅野 大介 氏（経済産業省）

「「未来の教室」がめざす新しい公教育のかたち」

山本 宏樹 氏（東京電機大学）

「2030年代における公教育の課題」

■日時

2022年 3月 26日(土)
10:00～12:20

■開催方法

・オンライン開催
・参加費無料

■参加申込について
会員の皆様は事前申込不要です。後日参加案内をお送りいたします。
会員以外の方は参加申込フォーム(ないしは下記QRコード)からお申込

みください。尚、会員以外の方の申込締切は【2022年3月24日㈭
23:59】とさせていただきます。

■お問い合せ先

日本教育政策学会 研究推進担当理事
横井 敏郎（北海道大学）
e-mail : jasep202203@gmail.com

↑お申込みはこちらから

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdcgT-3KR1YzhDe3iuLWnuF1_97f0MwxFSxGGjCxe2RKS5FBw/viewform?usp=sf_link
mailto:jasep202103@gmail.com

